
第
二
部

懇
親
会

今
回
は
、
石
見
Ｂ
地
区
（
浜
田
市
・

益
田
市
・
津
和
野
市
・
吉
賀
町
）
の

役
員
の
皆
様
に
企
画
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
二
部
は
、
岡
本
幸
夫
故
郷
応
援

団
実
行
委
員
長
に
よ
る
開
会
宣
言
、

丸
山
達
也
県
知
事
か
ら
の
祝
辞
と
続

い
た
後
、
県
外
在
住
県
政
功
労
者
と

し
て
、
３
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

第
一
部

総
会

千
家
会
長
か
ら
ご
挨
拶
の
後
、
左

記
の
議
案
に
つ
い
て
、
審
議
さ
れ
、

賛
成
多
数
に
よ
り
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
一

令
和
五
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
監
査
報
告

議
案
二

令
和
六
年
度
事
業
計
画

（
案
）
、
予
算
（
案
）

議
案
三

近
畿
島
根
県
人
会
役
員

の
異
動
（
案
）

近畿島根県人会
だより

第１０４号

令和７年
２月１０日発行

第
62
回
故
郷
応
援
団

～
ふ
る
さ
と
が
ご
縁
を
結
ぶ
近
畿
県
人
会
～
開
催
の
報
告

近畿島根県人会
千家 敬麿 会長

島根県
丸山 達也 知事

第６２回故郷応援団
岡本 幸夫 実行委員長
(関西浜田会 事務局長）

【
県
外
在
住
県
政
功
労
者

表
彰
】（

県
政
功
労
者

代
表
挨
拶
）

桑
原

克
洋

様

令
和
６
年
11
月
17
日
（
日
）
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
て
、
「
第

62
回
故
郷
応
援
団

故
郷
が
ご
縁
を
結
ぶ
近
畿
島
根
県
人
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

丸
山
達
也
知
事
は
じ
め
、
地
元
各
地
の
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
島
根
県
内

の
行
政
・
団
体
・
立
地
企
業
の
皆
様
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
約
４
０
０
名
の

参
加
者
が
交
流
し
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

【
総
会
挨
拶
】

【
祝
辞
】

【
開
会
宣
言
】

（
感
謝
状
贈
呈
）

木
野
村

文
生

様

桑
原

克
洋

様

戸
田

春
夫

様

計
３
名
（
五
十
音
順
）

唐音水仙公園（益田市）



そ
し
て
、
久
保
田
章
市
浜
田
市
長
か
ら
の
ご
挨

拶
と
乾
杯
に
よ
り
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

祝
電
披
露
に
続
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
朝
原

宣
治
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
朝
原
さ
ん
は
、
吉
賀
町
に
ご
縁
が
あ
り
、

吉
賀
町
の
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
を
務
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
山
崎
て
い
じ
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
崎
さ
ん
は
、
島

根
県
浜
田
市
三
隅
町
の
ご
出
身
で
、
故
郷
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
島
根
県
の
遣
島
使
の
ほ
か
、
浜
田
市

Ｐ
Ｒ
大
使
や
美
郷
町
の
応
援
大
使
に
も
ご
就
任
い

た
だ
き
、
全
国
に
故
郷
島
根
を
発
信
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

続
い
て
、
石
見
地

方
に
伝
わ
る
伝
統
芸

能
「
石
見
神
楽
」
の

「
恵
比
須
」
「
八
岐

の
大
蛇
」
を
発
足
51

年
目
を
迎
え
る
「
高

津
神
楽
社
中
」
の
舞

い
で
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
演
舞
と
力
強
い
太

鼓
の
響
き
に
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

ま
た
、
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
島
根
県
物

産
協
会
な
ど
よ
り
、
「
赤
て
ん
」
「
さ
し
み
醤
油

キ
ャ
ラ
メ
ル
」
「
板
わ
か
め
」
「
津
田
か
ぶ
漬

け
」
「
大
和
し
じ
み
」
「
仁
多
も
ち
」
「
あ
ご
野

焼
」
「
李
白
純
米
吟
醸
」
な
ど
多
く
の
物
産
販
売

が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
多
数
お
買
い
求
め
い
た
だ

き
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
恒

例
の
島
根
県
民
の
歌
「
薄
紫
の
山
脈
（
や
ま
な

み
）
」
「
故
郷
」
を
会
場
全
員
で
合
唱
し
、
故

郷
島
根
へ
の
思
い
を
よ
り
強
く
し
た
一
日
で
し

た
。最

後
に
、
次
回

担
当
さ
れ
る
出
雲

地
区
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

（
出
雲
Ａ
地
区
：

松
江
市
、
安
来
市
、

奥
出
雲
町
）
松
本

耕
司
代
表
実
行
委

委
員
長
が
万
歳
三

唱
し
、
名
残
り
惜

し
み
つ
つ
、
来
年

の
再
会
を
誓
い
合

い
、
「
第
62
回
故

郷
応
援
団
～
ふ
る

さ
と
が
ご
縁
を
結

ぶ
近
畿
島
根
県
人

会
～
」
は
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
令
和

７
年
11
月
８
日

（
土
）
午
前
11
時

よ
り
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

大
阪
に
て
開
催
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

近
畿
島
根
県
人
会

事
務
局

（
島
根
県
大
阪
事
務
所
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
３
６
４―

３
６
０
５

浜田市
久保田 章市 市長

【
挨
拶
・
乾
杯
】

島根県民の歌「薄紫の山脈」「故郷」合唱

石見神楽「八岐の大蛇」物産販売コーナー

山崎ていじさんの歌謡ショー

朝原宜治さんからのビデオレター



美
郷
町
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
獣
害
を
逆
手
に

取
っ
た
山
く
じ
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
取
組
を
強
み

に
長
年
対
策
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
理
念
、
人
の

つ
な
が
り
を
生
か
し
、
産
官
学
民
の
連
携
に
よ
る

新
た
な
町
の
魅
力
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
の
獣
害
対
策
や
、
ジ
ビ
エ
振
興
（
資

源
化
）
等
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
分
野
に
つ
な

が
っ
て
い
る
取
組
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
、
麻
布
大
学
（
神
奈
川
県
）
の

教
育
研
究
拠
点
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
」
開
設
や
、
鳥
獣
被
害
対
策
機
器
製
造
販
売

メ
ー
カ
ー
・
タ
イ
ガ
ー
株
式
会
社
（
吹
田
市
）
が

営
業
所
を
開
所
す
る
な
ど
、
高
等
教
育
機
関
・
企

業
誘
致
に
よ
り
、
獣
害
対
策
は
も
と
よ
り
雇
用
創

出
や
移
住
定
住
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

関
西
圏
に
お
い
て
は
、
町
と
地
域
振
興
等
の
協

定
締
結
（
＝
美
郷
バ
レ
ー
協
定
）
し
た
繊
維
製
品

製
造
販
売
企
業
、
株
式
会
社
テ
ザ
ッ
ク
（
大
阪

市
）
と
町
で
〝
楽
ち
ん
〟
省
力
化
を
売
り
に
し
た

獣
害
対
策
の
電
気
柵
部
材
を
共
同
開
発
、
丹
波
篠

山
市
（
兵
庫
県
）
と
は
獣
害
対
策
か
ら
地
域
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
く
共
通
理
念
の
も
と
、
獣
害
対

策
や
地
域
振
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
人
的
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
広
島
県
境
か
ら
島
根
県
域
に
生
息
拡
大

し
て
い
る
中
国
山
地
の
シ
カ
問
題
に
対
し
て
、
町

で
は
、
美
郷
バ
レ
ー
協
定
企
業
団
体
を
中
心
に
シ

カ
対
策
の
新
た
な
体
制
構
築
や
シ
カ
の
利
活
用
に

よ
る
地
域
振
興
の
新
た
な
一
手
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
広
島
市
安
佐
動
物
公
園
の
ラ
イ
オ
ン
へ
の

（
シ
カ
を
餌
）
や
山
く
じ
ら
に
続
く

「
美
郷
も
み
じ
」
ブ
ラ
ン
ド
で
通
年
の
学
校
給
食

献
立
の
食
材
、
町
内
飲
食
店
で
は
「
猪
鹿
鳥
定

食
」
を
は
じ
め
と
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
の
提
供
、
手

芸
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
皮
革
製

品
な
ど
、
新
た
な
人
の
流
れ
（
＝
活
動
・
滞
在
人

口
）
か
ら
知
恵
を
絞
っ
て
〝
身
の
丈
の
共
創
〟
で

獣
害
対
策
を
新
た
な
地
域
振
興
に
昇
華
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

近
畿
島
根
県
人
会
の
皆
様
に
故
郷
島
根
・
美
郷

町
の
取
組
や
情
報
が
さ
ら
に
ご
提
供
で
き
る
よ
う

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
！

（
手
記
：
美
郷
バ
レ
ー
課

安
田

亮
）

企業誘致 タイガー（株)営業所開設

高等教育機関・麻布大学FWC

(株)テザック 電気柵支持具開発

シカ肉 と体給餌 広島市安佐動物公園

丹波篠山市 美郷バレー協定締結

地元女性による皮革製品

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

美
郷
町
美
郷
バ
レ
ー
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
５
ー
７
５
ー
１
６
３
６

美
郷
町
の
獣
害
対
策
の
先
に
見
る
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く
り

と、
体、
給
餌
、
、 

 



隠
岐
の
島
町
池
田
地
区
に
所
在
す
る
隠
岐
国
分
寺

は
、
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
の
詔
勅
に
よ
り
設
置
さ

れ
、
以
来
一
三
〇
〇
年
も
の
間
、
隠
岐
随
一
の
真
言

宗
寺
院
「
禅
尾
山

隠
岐
国
分
寺
」
と
し
て
多
く
の

人
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
日
本
に
は

中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
大
陸
文
化
が
輸
入
さ
れ
、
同

時
に
珍
し
い
舞
や
音
楽
を
合
わ
せ
た
舞
楽
が
伝
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
舞
楽
は
都
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、

全
国
の
主
な
寺
院
に
広
が
り
ま
し
た
。

聖
武
天
皇
勅
願
の
隠
岐
国
分
寺
に
も
同
じ
よ
う
に

こ
れ
ら
の
舞
楽
が
伝
わ
り
、
隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞

（
以
下
、
蓮
華
会
舞
と
い
う
）
と
し
て
７
つ
の
舞
が

今
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

隠
岐
国
分
寺
で
は
、
真
言
宗
の
宗
祖
空
海
の
命
日

と
し
て
毎
年
４
月
21
日
に
春
季
大
法
要
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
法
要
の
際
に
蓮
華
会
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

舞
の
内
容
と
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
雰
囲
気
を

伝
え
る
「
仏
舞
」
や
中
国
の
故
事
を
伝
え
る
「
龍
王

の
舞
」
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
無
言
仮
面
劇
「
獅
子

舞
」
、
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
田
楽
と
み
ら
れ
る

「
麦
焼
舞
」
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
国
際
色

豊
か
な
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

蓮
華
会
舞
は
、
昭
和
52
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
海
外
公
演
を
行
う
な
ど
活
躍

の
場
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
に
は
、
火
災
に
よ
り
、
関
係
す
る
文
書

や
面
、
衣
装
な
ど
の
一
切
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
一
年
余
り
で
復
興
奉

納
公
演
を
行
う
に
至
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
現
在
も
地
域
の
若

者
な
ど
新
た
な
世
代
を
育
成
し
、
地
域
の
誇
る
伝
統

文
化
と
し
て
保
存
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

蓮
華
会
舞
は
、
隠
岐
の
島
町
唯
一
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
と
し
て
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

隠

岐

国

分

寺

蓮

華

会

舞
行 道（入 場）

麦 焼 舞

龍 王 の 舞

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

隠
岐
の
島
町

教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

文
化
振
興
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
１
２
ー
２
ー
２
１
２
６



「
神
話
と
た
た
ら
の
里
奥
出
雲
」
斐
伊
川
の
最
上
流
、

Ｊ
Ｒ
木
次
線
最
奥
部
そ
こ
が
仁
多
郡
奥
出
雲
町
で
す
。

神
話
「
須
佐
之
男
命
」
は
、
斐
伊
川
の
上
流
よ
り
箸

が
流
れ
下
っ
て
来
た
の
で
、
遡
っ
て
鳥
髪
山
（
現

船

通
山
）
に
住
む
八
岐
大
蛇
に
酒
を
飲
ま
せ
て
退
治
さ
れ
、

そ
の
尾
よ
り
取
り
出
し
た
太
刀
、
「
天
叢
雲
の
剣
」
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
、

こ
の
地
は
、
神
話
の
時
代
よ
り
、
米
作
り
、
銘
酒
造

り
、
た
た
ら
に
よ
る
優
秀
な
鉄
「
玉
鋼
た
ま
は
が
ね
」

が
作
ら
れ
た
所
で
す
。

今
も
町
内
に
は
鉄
師
頭
取
家
「
絲
原
記
念
館
」
「
可

部
屋
集
成
館
」
が
あ
り
、
往
時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
神
秘
に
つ
つ
ま
れ
た
地
よ
り
関
西
に
住
ま

う
人
達
が
集
い
、
関
西
横
田
会
、
近
畿
仁
多
会
を
創
り

ま
し
た
が
、
仁
多
町
、
横
田
町
の
合
併
「
奥
出
雲
町
」

誕
生
に
伴
い
、
２
０
０
９
年
11
月
両
会
も
合
併
し
「
関

西
奥
出
雲
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
初
会
員
約
７
５
０
名
、
旧
町
村
９
地
区
出
身
者
か

ら
選
ば
れ
た
役
員
30
名
余
、
地
区
会
員
と
の
密
接
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
情
報
交
換
さ
れ
て
お
り
ま

す
。役

員
会
は
、
半
数
が
女
性
で
年
４
～
５
回
開
催
さ
れ
、

11
月
の
総
会
・
懇
親
会
に
向
か
っ
て
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
年
毎
に
「
ふ
る
さ
と
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
行
い
、
奥
出
雲
町
の
皆
様
と
の
楽
し
い
交
流
を
大
切

に
し
て
お
り
ま
す
。
直
近
で
は
、
令
和
５
年
６
月
、
亀

嵩
温
泉
玉
峰
荘
に
て
町
の
方
々
と
の
楽
し
い
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
の
特
徴
は
、
地
区
役
員
の
努
力
と
女
性
役
員

の
活
躍
で
、
総
会
参
加
者
の
約
半
数
が
女
性
で
あ
る
こ

と
で
す
。

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
と
言
っ
て
も
奥
出
雲
町

役
場
の
積
極
的
な
支
援
と
、
町
議
会
・
自
治
会
・
商
工

会
・
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
、
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
で
す
。

毎
年
の
総
会
・
懇
親
会
に
は
、
右
記
奥
出
雲
町
の
皆

様
が
バ
ス
に
て
来
阪
さ
れ
、
そ
し
て
島
根
県
大
阪
事
務

所
長
、
県
議
会
議
員
様
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
総
勢
１

４
０
余
名
の
大
盛
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
も
11
月
22
日
（
土
）
第
17
回
関
西
奥
出
雲

会
の
総
会
・
懇
親
会
を
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
（
心
斎
橋
）

で
開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
出
席
を
役
員
一
同
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

関西奥出雲会

会長 荒木 英志

こ
ん
に
ち
は

関
西
奥
出
雲
会

で
す
。

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
39
回
は
「
関
西
奥
出
雲
会
」
の
ご
紹
介
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

関
西
奥
出
雲
会
事
務
局
長

澁
川
博
利

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
７
４
ー
６
４
ー
３
３
７
８

船通山

関西奥出雲会１５周年記念事業
ふるさと奥出雲帰省ツアー

第16回関西奥出雲会
総会・懇親会



第
62
回
故
郷
応
援
団
近
畿
島
根
県
人
会
は
、

令
和
６
年
11
月
17
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
大
阪
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浜
田
市
・
益
田
市
・
吉
賀
町
出
身
の
８
名
の

実
行
委
員
で
五
回
に
わ
た
る
実
行
委
員
会
を
重

ね
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

約
４
０
０
名
が
集
い
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
浜
田

市
出
身
の
演
歌
歌
手
・
山
崎
て
い
じ
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
、
益
田
市
の
高
津
社
中
の
皆
さ
ん
に

よ
る
石
見
神
楽
「
え
び
す
」
、
「
大
蛇
」
の
上

演
と
、
華
や
か
で
賑
わ
い
の
あ
る
大
会
と
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
近
畿
島
根
県
人
会
が
ふ
る
さ
と
島
根

と
の
架
け
橋
と
な
り
、
共
に
栄
え
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

【
近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内
】

近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
近
畿
島

根
県
人
会
の
紹
介
、
活
動

報
告
、

市
町
村
人
会
・

県
人
会
、
お
知
ら
せ
、
イ

べ
ン
ト
情
報
、
縁
結
び
美

味
し
ま
ね
認
証

店
等
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※

ぜ
ひ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
異
動
の
連
絡
】

住
所
・
連
絡
先
等
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
近
畿
島
根
県
人
会
「
会
報
」
巻
末
の

『
異
動
通
知
連
絡
票
』
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
載
事
項
に
誤
り
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
開
催
報
告

ホームページ
QRコード

島
根
県
大
阪
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

発行所 近畿島根県人会

大阪市北区西天満３－１３－１８ 島根ビル２Ｆ ＴＥＬ：０６－６３６４－３６０５ ＦＡＸ：０６－６３６４－３８５４

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※

詳
細
は
、
大
阪
事
務
所
公
式
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
関
西
し
ま
ね
推

し
）
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

万博鉄道まつり 2024
With 観光EXPO

令和6年11月30日㈯
・12月1日㈰

万博記念公園
自然文化園
（東の広場)

【
近
畿
島
根
県
人
会

会
員
募
集
】

お
知
り
合
い
の
方
で
当
県
人
会
に
ご
興
味

あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
活
動
内
容
や
入
会
方
法
等
を

ご
説
明
し
ま
す
。

※

市
町
村
会
の
方
で
、
県
人
会
未
加
入
の
方

へ
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

近畿島根県人会
第62回故郷応援団

岡本幸夫
実行委員長

くまモンファン感謝祭㏌大阪
中之島公園 特設会場
令和7年1月18日㈯・19日㈰

やくも381系展示
・山陰観光PR

令和6年
12月12日㈭

～17㈫
京都鉄道博物館

【
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
試
合
】

島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
Ｖ
Ｓ
大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ

〔
日
時
〕
２
月
28
日(

金)
 

19:

05
試
合
開
始

３
月
１
日(

土)
 

15:

05
試
合
開
始

〔
会
場
〕
お
お
き
に
ア
リ
ー
ナ
舞
洲

【
「
島
根
の
ご
っ
つ
お
フ
ェ
ア
」
の
ご
案
内
】

1
月
よ
り
関
西
の

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店

で
「
島
根
ご
っ
つ
お

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

お
近
く
に
開
催
店

舗
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
是
非
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

開
催
日
程
、
店
舗

は
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

ホームページ
QRコード ロゴマーク


